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　PN.
花
火
大
好
き　

 

　
　
　PN.
レ
イ
ン
ボ
ー

　

　
　
　宮
田
和
也
さ
ん
（
西
ノ
根
宮
内
中
島
）

 

　
　
　村
田
ゆ
み
子
さ
ん
（
藤
川
）

　 

　
　
　PN.
あ
ち
ゃ
ぱ
ん
ま
ん

　

参
加
者
募
集

　
　
　

癒い
や

し
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
友
の
会
で
は
、
最
近
癒

し
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
注
目
を

集
め
て
い
る
高
尾
山
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
、
癒
し
を
感
じ
な
が

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日

　
９
月
26
日


▼
集
合
出
発
時
間

　
午
前
６
時

▼
帰
着
時
間

　午
後
７
時

※
交
通
事
情
に
よ
り
帰
着
時
間
は
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

▼
行
き
先

　高
尾
山
（
東
京
都
八
王
子

市
）

　

▼
内
容

　
ハ
イ
キ
ン
グ
（
初
心
者
向
け
）

と
温
泉
入
浴
を
楽
し
む

※
動
き
や
す
い
服
装
で
、
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

※
温
泉
に
入
る
人
は
、
タ
オ
ル
な
ど
を
各

自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　16
歳
～
35
歳
の
人

▼
定
員

　40
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　３
、０
０
０
円
（
バ
ス
代
、
リ

フ
ト
代
、入
浴
料
、保
険
代
な
ど
）

※
友
の
会
未
加
入
者
は
、
別
途
入
会
費

５
０
０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　参
加
費
を
添
え
て
直
接

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先
　
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
Ｇ
89

－

1
5
0
1

イ
ベ
ン
ト

　

ル
ー
デ
ン
ス
合
奏
団
定
期
演
奏
会

　
ル
ー
デ
ン
ス
合
奏
団
は
、
第
29
回
定
期

演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日

　10
月
10
日


▼
時
間

　午
後
２
時
～
（
午
後
１
時
30
分

開
場
）

▼
会
場

　大
泉
町
文
化
む
ら
（
大
泉
町
朝

日
）

▼
曲
目

　ホ
ル
ス
ト
「
ブ
ル
ッ
ク
グ
リ
ー

ン
組
曲
」
、バ
ッ
ハ
「
２
つ
の
バ
イ
オ
リ
ン

の
た
め
の
協
奏
曲
」
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
弦

楽
セ
レ
ナ
ー
デ
」な
ど

▼
入
場
料

　無
料

▼
問
合
先

　田
代
Ｇ
88

－

2
3
3
1

ザ
ス
パ
草
津
の
ホ
ー
ム
戦
に
ご
招
待

　
草
津
温
泉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で

は
、
邑
楽
町
の
皆
さ
ん
を
ザ
ス
パ
草
津
の

ホ
ー
ム
戦
に
ご
招
待
し
ま
す
。

▼
期
日

　10
月
3
日


▼
会
場

　正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬

（
前
橋
市
敷
島
町
）

▼
対
戦

　ザ
ス
パ
草
津
VS
東
京
ヴ
ェ
ル

デ
ィ

▼
定
員

　一
世
帯
に
チ
ケ
ッ
ト
２
枚
（
先

着
１
、０
０
０
人
）

▼
申
込
方
法

　往
復
は
が
き
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

世
帯
・
家
族
単
位
で
申
し
込
む

※
返
信
さ
れ
た
は
が
き
を
試
合
当
日
に

入
場
チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　９
月
22
日
（
必
着
）

▼
申
込
・
問
合
先

　草
津
温
泉
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
前
橋
事
務
所
「
邑
楽
町

ご
招
待
」
係
（
〒
３
７
１
ー
０
０
０
６
前

橋
市
石
関
町
１
３
６
ー
３
Ｇ
0
2
7
ー

２
６
９
ー
3
7
3
2

PN.秋空鈴音

広 場み ん な の
PATIOとは「中庭」という意味。

町民の皆さんが集い、

自由に意見を語り合う広場です。

ひ

と

こ

と

PN.いちごみるく

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

v(o^▽^o)v

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

や
っ
ぱ
り
花
火
で
す
ね

o(*^▽^*)o

幼
稚
園
の
夏
ま
つ
り
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
た

ヾ(=^▽^=)ノ 

さ
ら
な
る
頑
張
り
を

期
待
し
て
い
ま
す
！

(^ー^* )♪ 

広 報 ク イ ズ

問題の答えをはがきに書いて送ってください。全問正解者

の中から、抽選で 10 人のかたに 500 円の図書カードをプ

レゼントします。

【今月の問題】

第 1 問　８月 22 日に行われたイベントは？

　　　　A. おうら祭り　　   B. 子ども祭り

　　　　C. もう後のまつり　　　（ヒント２～ 3 ページ）

第２問　8 月 5 ～ 6 日に行われたホームステイは？

　　　　A. ぼくのおうら　　B. おうらのぼくたち

　　　　C. ぼくたちのおうら　　（ヒント 10 ページ）

応募方法　はがきに、答え（例：第 1 問―Ａ）・住所・

　　　　行政区・名前・年齢を書いて送ってください。

あて先　〒370-0692邑楽町役場企画課「広報クイズ」係

締　切　９月 14 日（当日の消印有効）

※当選者は広報おうら 10 月号で発表します。

【8 月号の当選者】（応募数 31 通、全問正解 30 通）

　　久保田高志（4 区） 本間拓海（7 区）

　　森戸逸雄（12 区） 清　智子（16 区 )

　　大手敬子（16 区） 井上千代子（17 区）

　　清水大幹（24 区） 須藤　蓮（28 区）

　　田尻　昇（33 区）  黒崎宏太（34 区）

スマイル
み～つけた



取材先で見つけた笑顔を

掲載してみました。

ま

　ち

　か

　ど

Q & A
ご意見箱からの質問を掲載しました

ペットボトルのフタや空き缶のプルタブについて

の質問です。ペットボトルのフタはリサイクルで

ワクチンの寄附に、空き缶のプルタブは車いすの

寄附になると聞いたのですが、町では回収をして、そういっ

た取り組みをしているのですか。ある地区では回収をしてい

ると聞いたことがあります。役場でも回収できるようにして、

寄附に役立てたらどうでしょうか。検討をお願いします。

貴重なご意見ありがとうございます。現在ペッ

トボトルのフタについては、公民館利用団体が

集めています。邑楽町公民館、長柄公民館、ヤ

ングプラザなどの町の公共施設で回収をしています。また、

空き缶のプルタブについてですが、皆さんが集めたプルタブ

を少しでも車いすの購入に役立てられるように、役場でも回

収できるようにしています。お立ち寄りの際は、お手数です

が生活環境課までお持ちになっていただければ、回収いたし

ます。今後とも町民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

▶問合先　役場生活環境課　Ｇ 47-5018

Q

A

情 

報 

板

ペットボトルのフタは、 リサイク

ルされて、世界中の病気で困っ

ている子どもたちへのワクチン

に。 空き缶のプルタブは、 介

護を必要としている人たちの車

いすの購入へとつながります。

一人ひとりの小さな取り組み

が、 実を結ぶことになるのです。

PN.ばーちゃん

PN.アリーナ

町
の
現
状
を
知
っ
て

勉
強
に
な
り
ま
し
た

v(^_^v)♪

誌上匿名でもＯＫですが、記念品の郵送や内容の確認などの

ため必要ですので、必ず実際の氏名・住所・電話番号・年齢

をお書き添えください。

●あて先

〒 370-0692（住所は不要）

邑楽町役場企画課広報広聴係

Ｇ 47-5007　鯖Ｃ 89-0136

E-mail　koho@town.ora.gunma.jp
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わ
が

家
のアイドル

凱斗は、人見知りしない、とにかく元気いっぱいの子です。家で

も外でも遊ぶのが何より大好きで、公園ではシーソーやすべり

台で遊んだり、家ではお気に入りのテレビ番組が始まると、テレ

ビの前で踊ったりしています。最近は、おもちゃの携帯電話で遊

ぶのが、マイブーム。電話をするマネをしては、はしゃいでいま

す。とにかく、健康で優しい子に育ってほしいと願っています。

■ 現在何をしていますか？

             　現在、都内にある短期大学の

食物栄養学科に通う２年生で

す。邑楽町から電車で、通学し

ているのですが、試験前は勉強

がとても忙しくなるので、教科

書を読みながら通う時も。来年

は、就職も控えているので、さ

らに勉強を頑張って、無事卒業

したいです。また、小学校での

実習もあるので、今から楽しみ

ですね。たまの休日は、友達と

遊ぶのが、何より楽しいです。

西
に
見
る
半
月
兎
逆
様
に
蒸
し
暑
き
日
の
夕
の
ひ
と
と
き 

大
塚

　博
司

精
い
っ
ぱ
い
戦
っ
た
も
の
悔
い
は
な
い
古
稀
近
き
夏
の
卓
球
大
会 

山
﨑

　静
子

卯
の
花
が
咲
き
せ
せ
ら
ぎ
に
幼
子
は
滑
り
転
び
つ
沢
蟹
を
追
う 

菅
谷
千
枝
子

ひ
さ
び
さ
に
ミ
ニ
同
窓
会
開
か
れ
て
旧
姓
幼
名
昔
の
ま
ま
に 

横
山

　輝
子

敗
戦
に
泣
き
し
あ
の
日
を
忘
る
ま
じ
十
八
才
の
乙
女
な
り
し
日 

横
山
ヒ
サ
江

セ
ン
タ
ー
の
亀
は
ゆ
る
り
と
甲
羅
干
し
何
を
思
う
か
梅
雨
入
り
の
午
後 

伏
島

　栄
子

梅
雨
の
間
に
狂
い
咲
き
た
る
藤
の
花
ひ
ら
き
な
お
る
か
天
に
真
向
う 

福
田

　芳
宏

友
と
観
る
金
色
堂
の
眩
さ
に
栄
華
の
刻
を
想
い
め
ぐ
ら
す 

宮
﨑
ト
ヨ
子

メ
モ
を
手
に
店
内
あ
ち
こ
ち
捜
し
見
る
監
視
カ
メ
ラ
に
撮
ら
れ
て
い
る
か
も 

板
橋

　浩
子

向
い
家
の
翁
に
介
護
の
車
来
る
薯
も
か
き
菜
も
植
え
く
れ
し
人 

滝
本

　和
恵

初
孫
の
我
に
も
似
る
か
梅
雨
明
け
り 

根
本

　康
男

夏
祭
夜
空
に
ひ
ら
く
菊
の
花 

鷲
尾

　淑
子

ピ
ア
ノ
曲
鍵
盤
濡
ら
す
大
暑
か
な 

神
谷

　文
江

園
児
ら
は
か
ぼ
ち
ゃ
数
え
て
ご
っ
こ
遊
び 

神
谷
公
太
郎

ひ
る
む
こ
と
な
き
夏
草
と
た
た
か
え
り 

小
林
な
み
子

星
月
夜
足
跡
残
し
師
引
退 

中
村

　静
江

梅
を
干
す
一 

日
の
熱
量
驚
き
ぬ 

真
下

　君
子

辻
地
蔵
一
枝
さ
し
て
半
夏
生 

赤
坂

　花
子

艶
で
や
か
や
足
の
爪
ひ
か
る
浴
衣
の
娘 

小
貫

　栄
子

夕
立
や
擦
り
寄
る
子
犬
膝
に
抱
く 

吉
田

　和
子

猛
暑
中
い
つ
遮
断
器
青
と
な
る 

西
村

　正
一

青
田
風
胸
い
っ
ぱ
い
に
ペ
タ
ル
踏
む 

中
村

　悦
子

み
ち
の
く
へ
友
と
足
湯
の
夏
の
旅 

髙
橋

　藤
子

三田ジョアンさん ・ 凱
か い

斗
と

ちゃん
（本郷江原・29区）

文

　芸

　オール邑楽は、ソフトボール経験者を中心に平成 18 年 4

月に結成しました。メンバーは、50 ～ 60 歳代のヤングな 23

人。各大会に向け春から秋にかけて、緑ヶ岡公園で午後 7 時

30 分～９時 30 分までナイター練習をしています。今年で結

成４年目を迎えましたが、東日本ミズノ杯実年ソフトボール

大会に３回出場。群馬県予選では準優勝に２回輝いています。

大会では常に上位を目指して、チーム一丸となって練習にも

熱が入っています。現在、メンバーを募集中！ソフトボール

経験者大歓迎ですので、興味のある人は、ぜひ見学に来てみ

てください。私たちと一緒にソフトボールで、日本一を目指

してみませんか。お問い合わせは町民体育館 Ｇ 88-5355 へ。

● オール邑楽 ●

お う ら の 仲 間 た ち No.265

豪快にストライクをとった時が
プレーしていて一番楽しいです

髙田金三さん

（古家十軒・30 区）

豪快なストライクを出すことが、ボウリングのだいごみです

たかだきんぞう● 1924 年生まれ。ボウリング

歴は 44 年。７月に福岡で行われた全日本シニ

ア選手権大会男子マスターズシニア部門では、

２位に 97 ピン差をつけて、初優勝を果たす。

健康の秘けつは、ボウリングと何よりいつも笑

顔でいること。趣味は、グラウンド・ゴルフなど。

み ん な の 広 場

W
ELCOME
H U M A N  N O W

DREAM夢

がんばってます
No.247

DREAM夢・若・者・紹・介・

島田汐
し お

梨
り

さん　19 歳

（十三軒・27 区）

■ 将来の夢は何ですか？

　小さいころから、パン屋さんになりたいという夢がありまし

た。でも、高校生の時に冷凍ぎょうざ事件が発生。利益優先で、た

だ食品を作るだけではなく、これからの時代は、食の安全がもっ

と重要になってくると考えました。迷わず、食の安全や衛生管理

など、専門的に学べる大学へと進学。将来は食を通して、人と人

との関わり合いを大切にできる、栄養士として活躍したいです。
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